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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年10月16日(2014.10.16)

【公開番号】特開2013-72906(P2013-72906A)
【公開日】平成25年4月22日(2013.4.22)
【年通号数】公開・登録公報2013-019
【出願番号】特願2011-210018(P2011-210018)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/34     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/28     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  13/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｎ
   Ｇ０３Ｂ   3/00    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月2日(2014.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　次にステップＳ７０５では、演算部は、Ｉｙ＋１をＩｙに代入する（すなわち、Ｂ像信
号をＩｙ画素からさらに１画素多くシフトさせる）。そして、ステップＳ７０６では、演
算部は、ＩｙがＩｍａｘに達したか否かを判定し、達した場合はステップＳ７０７に進み
、ＩｙがＩｍａｘより小さければステップＳ７０３，Ｓ７０４，Ｓ７０５を繰り返す。ス
テップＳ７０７に進む場合は、１画素行においてＩｙが－Ｉｍａｘから＋Ｉｍａｘとなる
までＢ像信号をシフトしたときのそれぞれのシフト位置（Ｉｙ）での相関値の集合である
第１の相関データＣ（Ｉｙ）が求まっている。第１の相関データは、１つの画素行におけ
るシフト量に応じた相関値の変化を示す波形データとして得られる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　次にステップＳ７０７では、演算部は、Ｃ（Ｉｙ）＋Ｃ（Ｉ）をＣ（Ｉ）に代入する。
さらに、ステップＳ７０８では、演算部は、Ｙ＋１をＹに代入する。そして、ステップＳ
７０９では、演算部は、Ｙがｓに達したか否かを判定し、達した場合はステップＳ７１０
に進み、そうでない場合はステップＳ７０２に戻る。このようにして、Ｙがｓになるまで
、ｒ行からｓ行の各画素行にて算出した第１の相関データＣ（Ｉｙ）を相互に加算するこ
とで、ｒ行からｓ行の全画素行の相関データである第２の相関データＣ（Ｉ）を求める。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　ステップＳ７０９では、演算部は、Ｙがｓ（ｎ）に達したか否かを判定する。ｓ（ｎ）
は、ｎ番目の分割領域におけるｓ行の画素行である。Ｙがｓ（ｎ）になるまで、各画素行
にて算出した第１の相関データＣｎ（Ｉｙ）を全画素行において加算することで、ｎ番目
の分割領域の第２の相関データＣｎ（Ｉ）を求めることができる。Ｙがｓ（ｎ）に達した
場合はステップＳ１１０２に進み、Ｙがｓ（ｎ）より小さい場合はステップＳ７０１に戻
る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　ステップＳ１１０２では、演算部は、ｎ＋１をｎに代入し、さらにステップＳ１１０３
では、ｎが３に達したか否かを判定する。ｎが３より小さい場合は、演算部は、次の分割
領域を選択し、ステップＳ７０１～Ｓ７０９の処理を行って該次の分割領域の第２の相関
データ（Ｃ２（Ｉ），Ｃ３（Ｉ））を求める。こうして、ステップＳ１１０３でｎが３に
達すると、演算部は、ステップＳ１１０４に進む。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　合焦状態が確認された後、全体制御・演算部１３０９は、撮像動作を開始する。全体制
御・演算部１３０９は、撮影信号処理回路１３０６に、撮像素子１３０５からの出力信号
に対して画像処理を行わせて撮影画像（静止画又は動画）を生成させる。撮影画像は、記
録媒体インターフェース部１３１０を介して記録媒体１３１１に書き込まれる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】

【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図９】

【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１１】
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